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は に

泉大津市は、市民歌 にも歌われているように、小津 と呼ばれてい

た時代より栄 え、高い文化遺産 を誇 る地域 として知 られています。

しかしそれより以前、考古学調査 によらなければ判明 しえない時代

においても、人々の生活の場 として拓 けていたのは、従前の調査か

ら見ても明 らかであります。それを端的に物語っているのが、文化

財でありますが、我々はそれ らから日本の歴史や文化の発展 を正 し

く理解 し、当時の人々の生 き方を学び、今後の進むべ き進路の指針

としなければなりません。そのためにも我々は、これ ら文化財 を大

切 に保存 し、後世の人々に継承すべ き責任があります。

豊中遺跡は、日本国家の基礎 が築 きあげられた古墳時代に B・
・ける

和泉の様子や、現在の泉大津市の根源 ともなる中世の集落をよく伝

えていますが、まだまだ解明されていない部分 も多々あります。幸

に して近年関係各位のご尽力によって、貴重 な埋蔵文化財 が発掘 さ

れ、昭和52年度 においても舌J目 すべ き成果をあげることがで きまし

た。ここにその一部 をまとめて刊行 し、 ご報告にかえたいと存 じま

す。本書が和泉の歴史 を追求する上で、少 しでも役立てば幸甚であ

あります。

最後 に、調査 にあたってご協力を賜 わった土地所有者の皆様 をは

じめ、多数の方々のご援助 を深 く感謝する次第であります。

泉 大 津 市 教 育

教育長 中

委 員
八

捨二郎辻

じ



例    言

1.本概要報告書は、泉大津市教育委員会が、泉大津

市豊中に所在する豊中遺跡の範囲内において、住宅建設

に先立 って実施 した発掘調査記録 である。

2.本調査は、国庫補助事業、および府補助事業 (総

額5,000,000円  国補助率50%、府補助率25%市負担率25

%)と して計画 し、実施 したものである。

3.本調査は下記の構成で実施 した。

調査担 当者 坂口昌男 (泉 大津市教育委員会社会教育課 )

調 査 員 佐藤正則

事 務 局 泉大津市教育委員会社会教育課

4.調査は昭和52年度事業 として、昭和52年 8月 1日

に着手 し、昭和53年 3月 31日 に完了 した。

5.本書の作成は、坂口昌男、佐藤正則 が分担 した。

なお、作成にあたっては、遺物整理 に中国典子氏の協力

を得た。

6。 本書の遺物写真は、財団法人大阪文化財センター

池上事業所写真資料室 (中 西和子室長)が撮影 した。

7.本書では、写真 。実測図に共通する遺物番号を付

け、本文で もこの番号を用いた。        ‐

8.本書の調査・報告にあたっては大阪府教育委員会

のご協 力を得た併せて感謝す る次第である。
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第 1図 泉大津市地形図
「この地図は、建設省国土地理院長の承認を得

て、同院発行の 5万分の 1の 地形図を複製 し

たものである。(承認番号)昭 52近複、第42号 」

第 1章  遺 跡 の 環 境 と位 置

大阪府泉大津市は、西部を国道26号線 と私鉄南海本線が平行 して走 り、それに沿って市街地が

形成 されている。地場産業 として織物工業が盛んで、特に毛布の生産高は全国の約95%を 占めて

いる。東部は水田地帯が残 されているが、土地区画整理事業が実施 されている部分もあり、宅地

開発の波が押 し寄せ、市街地 となりつつある。大阪平野の南部にあたる地域は、早 くから開けて

おり、条里制の施かれた跡 も整然と残 され、農業を生活の基盤 としていたことが窺われる。昭和

48年 に大阪で開催 された日本万国博覧会を契機 として、以後阪南地域 も開発のテンポは急速にす

すみ、商業都市大阪のベッ ドタウンとしての住宅建設にも著 しいものが見られる。また、大阪と

和歌山を結ぶ国道26号線は、近年の経済発展 と流通の活発 さから、その交通量は限界に達 し、マ

ヒ状態 となった。建設省は、それの緩和を図 り今後の増大を見込んで、万国博関連事業 として第

2阪和国道を計画 した。この国道の建設工事は完了 していないが、沿線の各市においては、早期
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開通が望まれ、土地区画整理事業が併せて実施 されている。第 2阪和国道のルー トは、平野部の
注①

水田地帯が選定されたため、各所において遺跡内を通過することになり、発掘調査が実施 される

結果となった。豊中遺跡もその中の一つであり、国道敷内を大阪府教育委員会が発掘調査 した結

果、古墳時代に属する集落跡の存在が半J明 した。その後の調査により、遺跡の範囲は国鉄阪和線

和泉府中駅より北へ900m、 南海本線泉大津駅から東南東の方向約1800mの 地点を中心として、

南北約1000m、 東西約800mの 規模である。

■の遺跡を処理的に見てみよう。背後に和泉山脈が東西に走 り、そこから北へ向かっていくつ

かの丘陵が伸びている。信太山丘陵もその一つで、この丘陵から更に耳ヒ西に向かって低位段丘が

張 り出し、その上に遺跡が存在 している。ここには他にも、弥生時代より連綿 として人々の生活

が営なまれてきたことを示す遺跡が多数存在する。和泉の地形図を眺めると多数の溜池が存在す

ることに気が1寸 く。これらの大半は、わずかな谷部分に大きく堤防を築いて造られており、水田

開発 と深い関係があったが、現在その大半は埋め立てられている。この地方は、『イズミ』と呼

ばれるとおり、湧水の豊富な地域であった。 しかし早魅が続き、湧水も減少 し、水飢饉が生 じた

ことも疑いのないことであろう。多数の農業用溜池が築造されているのは、瀬戸内式気候 に属 し、

降雨量は少なく、大きな河川も存在 しないためである。
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第 2 周 辺 の 追 跡

和泉地方の平野部における気候は温暖で、降雨量も概 して少なく、瀬戸内式気候に属 している。

そのため生活の場 。生産の場 として早 くから開けていた。近年の開発により、水田地帯において
注②

従来から知られていた遺跡の範囲は、より正確なものとなった他、新たに発見された遺跡もあり、

各所で発掘調査がなされている。以下豊中遺跡昭和52年度発掘調査を報告するにあたり、周辺の

追跡の大略を時代順に紹介 してみる。

旧石器時代

泉大津市内において、この時代の遺物は発見されていない。東接する和泉市で、昭和40年 に父
注③

鬼町の海抜約390mの 地点において、サヌカイ トの石核や鉄」片が発見された。 続 いて堺市野々

井遺跡・岸和田市海岸寺山遺跡等、丘陵部で石器や剣片が出土した。また高石市大園遺跡では、

洪積層から発見されている。この時代は狩猟・採集および捕獲が主であるため居住地の定着性は

それほど考えられず、広範囲な移動が考えられ、泉大津市でも参後発見される可能性はある。

縄文時代

この時代の遺構は今のところ検出されていないが、土器片の資料は増加 しつつある。豊中遺跡

内に存在 した上池は、底は旧河道であったため砂利層が見られた。その河川のベースを形成 して
注④

いる砂利層中より、縄文時代中期末に属する土器片が出土 した。また数片が同 じく豊中遺跡の砂

利層から発見されている。いずれも上流部より移動 してきたものであるらしく若千磨耗 していた。

付近でこの時代の遺構の存在が予想 される。泉大津市の周辺部を見ると、岸和田市葛城山頂で中
注⑤

期、箕土路遺跡から中期初頭、春本人幡山遺跡から後期の土器が発見されており、和泉市信太山
注⑥

丘陵から打製石匙、府中遺跡から土器片、また堺市四ツ池遺跡から後・晩期の土器が出土 してい

る。このように和泉地方において丘陵部や台地上、砂丘などから遺物は発見されているが、遺存

状態はあまり良好でなく、明確な遺構 も検出されていないため、和泉地方の縄文時代は未だ充分

に把握 されているとはいえない。

弥生時代

北九州に始まった弥生文化は急速に東進 し、近畿地方に伝播 された。和泉地方においては、堺

市四ツ池遺跡が縄文時代後・晩期から弥生時代へと引き続いて存続 し、縄文文化 と弥生文化との

立早
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かかわりあいを解明する上で重要視 される。この四ツ池遺跡に続いて出現するのが、泉大津市池

浦遺跡で、弥生時代畿内第 1様式中段階のことである。この集落は湿地帯 に面 しており、人工の

溝が掘 られ、居住地 と区画 し、排水用に利用 されていたと思われる。第 1様式新段階になる頃に

は、東方約 l kmの 地点へ主力の移動 したのが池上・曽根遺跡である。この遺跡は、前期から後期

へ と続 く日本でも最大級の弥生時代集落跡である。 とりわけ中期には集落の周囲 を大溝で囲み、

しかもその溝は、埋 もれるにしたがい掘 り直 されたり、あるいは外側 に掘 られたりして、集落の

発展段階を解明する上で貴重な遺跡 となっている。尚昭和51年 4月 26日 に史跡 に指定 された。

古墳時代

泉大津市には、現在のところ古墳は見あたらないが、昭和29年発行の地形図(25000分 の1)に は、

塚 らしいものが見 られるところから、削平 され消滅 して しまった可能性がある。墓 として古墳の他

に方形周溝墓が弥生時代より]|き 続いて築造されている。七ノ坪遺跡には、この時代に属する方形
注②

周溝墓が発見され、古墳に被葬される者と、方形同溝墓に被葬される者との間に差違が見られる。

集落跡としては、豊中遺跡・七ノ坪遺跡 。東雲遺跡があげられる。特に豊中遺跡においては、

弥生式上器畿内第 5様式の形態を強 く残す、粗い叩き目で乳茶色の、いわゆる和泉の上器と、河

内 (生駒山麓)よ り運ばれた細かい叩き目の茶褐色で金雲母が混る薄手の土器とが共存 し、弥生

時代から古墳時代へと移行する時期に位置付けられる。また住居群 も数力所で確認 されており、

村落としてのあり方を示唆 している。東雲遺跡は海岸部に近い集落跡である。

奈良・平安時代

この時代の顕著な遺跡の存在する遺跡は発見されていないが、豊中遺跡の南に接 して和泉国府

跡が、西に接 して自鳳元年倉U建の穴師神社や、宝亀年中に倉」建 されたという穴師薬師寺跡が存在

し、これらの付近に集落が形成されていたことは疑 う余地がない。黒色土器片等が、豊中遺跡の

遺物包合層から検出されている。また平安時代末頃に属する瓦が出土 しており、現在も字名で残

る大福寺が、この頃に建立されたと考えられるが記録は何も残 されていない。

中世

中世遺物として、瓦器片 。磁器片・瓦片・土釜片などが豊中遺跡・穴田遺跡・穴師神社遺跡・

板原遺跡等から出土 している。明確 な建築物跡は木だ確認 されていないが、種々の形態の井戸が

発見されており、今後の調査によって、より明らかにされるであろう。古池遺跡では、鎌倉時代
注③

の倉庫跡 が発見 されている。
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立早 査 の 概 要

本年度は、 5箇所を対象に第 1地点～第 5地点 (第 2図 )と し、以下地点毎に報告する。

コ___』

雪 ィ

瑶

第 2図 調査地点

第 1地点  泉大津市豊中249-1

既に宅地造成がなされていたため、盛土を重機で除去 した。

ので、 2回 に分け発掘調査を実施 した。

調3第

赳
峯
江
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しか し、その土量が大量であった



第 3図 第 1地点遺構図
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盛土 (90cm)、 耕土 (15cm)、 床土 (10cm)を 除去すると、中・近世の整地層 (5 cm)が存在す

る。この層内には、古墳時代の遺物である須恵器 (15)や土師器片と、中 。近世遺物の瓦器片や

陶器片が検出された。この整

地層を除去 すると、古墳時代

の遺構面となる。発見 された

遺構 (第 3図 )は 、井戸・溝

が主で古墳時代前期 に属する

ものである。

溝 A 本地点内の北側部を

流れる幅約40cm、 深 さ10～ 15

cmの規模の溝である。方向は、

北東位から南西位 に至るが、

中央部付近でやや西に振 る。

そして、その西端は溝 Bにつながる。溝内堆積土は、砂が主に見られたが、西方へ行 くにしたが

って地山と同色 を呈する黄茶色粘砂土が堆積 していた。出土遺物としては、叩き目を有する土師

器甕 (?)の胴部片が若干検出されたのみである。

溝 B 南北に流路方向を持ち、幅約 2m、 深さ約50cmの 規模を有する溝である。 しかし、南半

分は後世の整地により、上部が削平され、底部が残存 しているのみである。溝内堆積土は、地山

(黄茶色砂質土)と よく似ており、やや暗灰色を呈す。下層部は、砂及び小礫が堆積 していた。

出土遺物は、古式土師器の細片が少量発見されたのみである。

1'灰色砂層土

2)灰色砂礫土

3)灰色砂層

4)灰茶色砂層

5)茶色荒砂層

6)青灰色砂質粘土

7)茶褐色砂層

8)灰 暗色粘 土

9)灰 茶色砂層(荒砂 )

10)黄 白色粘砂±  11)赤 茶色砂礫層 0                                 1m
::| : I

第 5図 第 1地点溝 B断面図

第 4図 第 1地点出土遺物
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第 6図 第 1地点出土遣物
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井戸 1 溝Aの西肩部を切 り込み重複するものである。規模は、直径約1.3m、 深さ約 lmを測

る。形は、上面では不整形なやや円形を呈 しているが、底部においては直径80cmの 円形 となる。

井戸内堆横土は、上部で暗茶色土が約30cm、 その下は灰茶色土、暗灰色粘上が見られた。出土遺

物 としては、上部で土師器細片が若千、底部近 くで布留式上師器甕 (1)の破片がほぼ 1個体分

発見された。

井戸 2 溝Aが埋没 した後、掘 られている。その規模は、上部で長径約 2m、 短径約1.4mの楕

円形を呈 し、深 さ約0。 lm、 更に中心部で直径約 lm、 深さ約30cm掘 られた井戸である。堆債土は、

井戸 1と 同様であった。出土遺物は、上部では多数の河原石 と土師器細片や小型丸底壼 (3・ 4

・ 5・ 6。 8)、 下部でも小型丸底壷 (2・ 7)が検出されている。

井戸 3 井戸 2の北西において検出。上部平面はやや円形を呈する。掘 り方は直径約 1.2m、 深

さ20cmで、直径 65cm、 深さ65cmの井戸枠を持つ円形の井戸で、堆積土は、灰茶色砂質土である。

出土遺物として、上部に布留式土師器の細片や高杯の杯部 (9)、 姑 (10)な どがあった。

井戸 4 溝 Aと 溝 Bの接続する位置において検出。その規模は、直径75cm、 深 さ60cmで井戸枠

は存在 しなかった。堆積土は上部より下部まで灰茶色砂質上が見 られた。出土遺物 として、下部

より小型丸底壷 (11)が検出された。

井戸 5 溝 Aの南側 に位置する。直径 1.2m、 深 さ58cmの 規模の井戸であり、井戸枠は検出され

なかった。堆積土は上部から下部まで灰茶色砂質土が見 られた。出土遺物 として、布留式土師器

の甕破片 と小型丸底壷 (12)が ある。

井戸 6 溝Bの西側肩部分に位置 し、直径60cm、 深さ50cmを 測るが井戸枠は検出されなかった。

堆横土は茶色砂質土である。出土遺物として小型丸底壷 (13)、 ltI(14)がある。

落ち込み 西隅に位置する遺構である。上部は落ち込み状の形をしているが、下部では溝にな

っており、二つの遺構が重複 しているとも考えられる。堆積土は大きく二層に分けられる。上層

は茶色土で中世の遺物を多数合み、短期間のうちに廃棄されたようなな出土状態であった。下層

は茶色砂層で、須恵器、土師器の破片が出土 した。

-9 -



営ット 捺出したピットは大小さま―ざまでかぅたがtそのドづれ |ヽが浅い。井戸と―同時期に捌

HIJさ れ.た とは言いがたいが、それを所定する資料1と欠ける。又、建築物としてはま|と まりを持た

ない、目的1不瑯のピットである。

第 2地!点 泉癖 市豊申れ6‐ 1

住宅建設に1先立っ発協調査である。既に宅麹造成による盛上が行なわれてい.た。            と

盛主下に耕■ C20om)、 床■.(4 om9、 遠物担含唇であ―る灰茶色■ (5 cm)の 1順に層序が見られ

た。しかし、1調査地の半分は区直整理事業の工事によって機乱され、遺構検出―は不可能であったと     。

1検出した進構は、苦墳時代誼期に属する竪穴住居跡とそれに重複した中性の井声が1、 ピント、

と拡状過構が3で島る.。

……10-
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第 7図 第 2地点遺構図
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井戸 検出 したのは 4個である。そのいづれもが、井戸の掘 り方か、もしくは井戸枠の抜き取

り跡 と思われる。直径1.2m～ 1.8m、 深 さ80cm～ lmを測 り、形はやや変形 した円形を呈する。

全ての遺構内堆積土は、遺物包合層の灰茶色土に、黄色粘質土がブロック状に混 じったものであ

った。この中から、中世の瓦器碗 (19。 20)や土師質灯明皿破片が出土 した。

第 8図 第 2地点井戸 1出土

土砿 検出数は 3個である。長径 lm～ 1.2m、 短径60cm～ 90cm、 深さ20cmを 測 り、地山を切 り

込み楕円形 を呈 している。茶灰色土が堆積 しており、遺物はいづれも検出されなかった。

ビット 検出数は301回 である。直径20cm～ 30cm、 深 さ10cm～ 25cmを測る。それらには、中世の

時期以外のものも合まれている。中世に属するものは、ピット内始債土が灰茶色土で、深さも浅

く10cm内タトを測る。 しかし、中世以外のものは、ピッド内堆積上がやや黒 く、暗茶色土で深さも

20cmを越 える。いづれのピットからも、遺物の検出は見られなかった。

-12-



]

0       2m

―
第 9図 第 2地点住居跡

竪穴住居跡 調査地点内のやや

】し西部で発見された。平面形は4.5

m× 5mを測 り、ほぼ南耳とを指 し

ていた。床面の対角線上に4個 の

柱穴を持ち、中央部には炉を有す

る。炉跡の大きさは、50Cm× 60cln、

深さ約15cmで ある。遺構内堆積土

は、地山とほとんど変わらず、わ

ずかに茶色を示 していた。壁の立

ちあがりは約10cm近 くあり、同溝

は存在 しない。後世の遺構 (中世

第10図 第 2地点住居跡内出土遺物

-13-

の井戸)に より、床面

の 3分の 1近 くが失な

われていた。遺物は、

炉跡内から装飾 を施す

土師器壷口縁部が 2点

(16,18)と 、飾 りの

ない土師器壷 口縁部 1

点 (17)が出土 した。



第 3地点  泉大津市豊中314-6

住宅建設に先立つ調査であり、既に宅地造成が行なわれていた。遺構面までの層序は、次のと

おりである。盛±10c・ l、 耕± 4 cmで、灰茶色砂質土 (遺物包含層)が 5 cmあ り、須恵器 。土師器

。中世遺物を合み、その下に遺構面がある。検出 した遺構は、溝・井戸・ピットで、中世の時期

に属するものである。

¶
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第 11図 第 3地点遺構図

溝A 耳ヒ西より南東に走 り、幅 lm、 深さ20cmを 測 る規模である。堆積土は、茶灰色砂質土で

地山とほとんど変わらず、底部において砂が見られた。出土遺物は、瓦器・土師質灯明皿の破片

-14-



がわずかである。

清 B ttAよ りやや北へ振 り、溝の肩の線は曲線を呈 している。堆積土は溝Aと 同様である。

遺物は、土師器の細片が少量出土 したのみであった。

溝 C 南隅に位置 し、溝Bの南西側にほぼ平行に流路をとる。幅 1.5m、 深 さ90cmを測 り、直

交断面形 はU

字形 に近いも

のであった。

堆債土は二層

に分かれ、上

層は20cmの 茶

灰色砂質土で

地山とほぼ変

わらず、下層

は約70cmで砂

が堆積 してい

た。出土遺物

は、土師器の

細片のみであ

る。

井戸 1 溝

Aの北側 に接

する位置 にあ

り、上面は方

形 を呈 してい

る。掘 り方は

1.5m四方 を

測 り、中心部

に直径60cm、

戯 ・
▼

‐
〈

0                             10cln

第12図 第 3地点井戸 1井戸枠使用瓦

報

ヽギ
R＼ ″ぅ
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深さ1.7mの 井戸が存在する。そして、底は砂礫層まで掘削されていた。井戸枠は上面より1.2m

まで平瓦 (21・ 22)を積み、その下は竹製のタガが巻かれた杉材の井戸枠が据えられていた。井

戸内堆積土は、上部30cmが地山とほとんど変わらず、下部は砂 と暗灰色粘土が交互に存在 した。

遺物 として、軒九瓦 (23)や曲物片が出土 してぃる。

第 13図 第 3地点井戸 1出土

井戸 2 溝Aの北西に位置 し、上部直径90cm、 底部直径50cm、 深さ50cllaの規模でスリ鉢形を呈

する。井戸枠は検出されなかった。出土遺物は、瓦器・土師器の細片である。

ピッ ト 溝Aと 溝Cに換まれた部分に所在するが、相互の関係は不明である。直径 10cln～ 30cm、

深さ 5 clla～ 20cmの 範囲内のものである。出土遺物は、わずかの須恵器および土師器の破片だけで

ある。

ド
増
静
挿
傷
カ

が

0
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第 14図 第 4地点遺構図

第 4地点  泉大津市豊中314-9

住宅建設に先立つ事前調査で、第 3地点と道路を隔てて南東に隣接する地点である。

既に宅地造成がなされており、盛土 (10cm)、 耕土 (20cm)、 床土 (5 cm)、 灰茶色砂質土 (遺物

包合層 5 clla)と 、第 3地点と同じである。検出された遺構は、井戸・ 1、 溝 。2、 落ち込み遺構、

少数のピットなどがある。

―- 17-



井井戸 直径1.5m、 深さ90cmを測 り、底に行 くほどせばまるスリ鉢形を呈 している。堆積土は、

上部では茶灰色砂質土と遺構面にほぼ同 じで、下部では暗灰色粘土となっていた。井戸内から平

瓦の細片を少量検出したのみである。                  /

溝 i 南北方向に流路を持ち、幅30cln、 深 さ5～ 10cmで ある。その北寄 りでは消滅 し、南側で

0                   10                  20cn

は落 ち込み遺構 に接続 し、

そこに注 ぎ込むレベルを

示 している。少量の瓦器

細片が出土遺物 としてぁ

げられる。

溝 2 北東から南西に

流路 を示 し、南西側では、

溝 1同様落ち込み遺構 に

流れるよう継 ながってい

る。幅20cm～ 30cm、深

さ 5 cm～ 10cmの 規模

である。遺物は、須恵

器細片 と瓦器細片が

出土 したのみである。

落ち込み遺構 南

側 に位置 し、形は不

整形である。幅約3.5

m、 深 さ20cm～ 30cm

とゆるい傾斜を持つ。

出土遺物は、平瓦片、

甕片、スリ鉢片、瓦

器、土師質及び瓦質

/」 JヽIILな どがある(24・

25・ 26・ 27・ 28・ 29)。

第15図 第 4地点出土遣物

第16図 第 4地点出土遺物
-18-



ビット 調査地の中央を流れる溝 2の西側に点在する。直径20clla～ 30cm、 深 さ5 cm～ 20cmの規

模のものであり、ピット内に根石を置 くものがある (第 14図 点線のピット)。

第17図 第 5地点遺構図

第 5地点  泉大津市豊中655・ 656

住宅建設に先立つ事前調査である。既 に盛土がなされ、ちびっ子広場 として活用されていた。

層序は、盛土 (90cm)、 耕土 (20cm)、 床土 (5 cm)で その下に遺構面 (灰茶色砂質土)が確認 さ

れた。検出された遺構 は、井戸が 3、 ピッ トが 4で ある (第 17図 )。

-19-



第 18図 第 5地点井戸 1
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井戸 1 調査地のほぼ中央に位置

深さ1.7mを 測 り、井戸粋は三段から

し、上面で直径1.5mの 掘 り方を持つ。井戸自体の直径は50cm、

なる。上段は、平瓦を積みあげているが、西半分は壊れた後

綸

障

第 19図 A 第 5地点井戸 1出土

に20cm大 の河原石を積んで補修を行なって

いる。出段は、杉板 (長 さ55cm、 幅 10cln)

を22枚縦に使用 して、上部直径75cm、 下部

直径70cmの規模を持つ。下段は、曲物 3個

が使われている。それは、直径63cm、 高さ

25cmの曲物に、直径65cm、 高さ40cmの もの

を上へ積み、その内側に直径40cm、 高さ50

cmの ものがはめこまれ二重になっていた (

第 18図 )。 井戸内堆積土は、茶灰色砂質土

で瓦片が混 じり、その下は粘土、砂 となっ

ていた。出土遺物は、瓦器 (30)、 平瓦、軒

九瓦 (31)、 土釜 (32)、 常滑甕 (33。 34)な

どである。



lm

第20図 第 5地点井戸 2

0                           50cm

第21図 第 5地点井戸 3

井戸 2 北隅に位置

し、上部は石組み、下

部は杉材の樽で井戸枠

が作 られている。直径

1.3m、深さ90cmを測る

規模である (第 20図 )。

平瓦片が井戸内より検

出された。

井戸 3 井戸 1の西

に位置する (第 21図 )。

直径 40cm、 高さ25cmの

大 きさの土釜の底部を

穿 ち、 2段 に積み重ね

られた井戸である (第

22図 )。 出土遺物として、

土釜片、瓦器片がある

(35・ 36)。

①掲色粗砂

②仄茶色粗砂

⑥褐色粘質土

④仄色砂

⑤仄色秒質粘土

⑥仄黄色砂質粘土

⑦灰色細砂粘質土

⑥黄灰色粘質土

③灰色細砂

⑩灰色粗砂

-22-
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第22図 第 5地点 井戸 3井戸枠
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第23m 第 5地点 井戸 3出土
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第 ま と め に か え て

豊中遺跡の発掘調査も今年で 3年 目を迎えた。その調査面積 も、確認 されている遺跡の範囲か

らすれば、ほんの一部にすぎず、 しかも、住宅建設の事前調査であるため、全貌を明らかにする

にはあまりにも資料不足である。 しかし、わずかづつではあるが、明らかになってきた面もある。

それによると豊中遺跡は、古墳時代と中世の集落が主であるが、そのあり方にも、おのずから違

いが認められる。すなわち、古墳時代には、竪穴住居を中心に掘立柱建築が一単位となり、いく

つかの単位が分散 してみられた。今回報告の第 2地点がそれにあたり、古墳時代の集落を解明す

る上で貴重な資料である。なお第 1地点においても、住居跡の存在が予想されたのであるが、調

査の結果、住居跡は見られず、同時代の井戸が検出され、付近に住居が存在 していたと想定され

る。個々の竪穴住居についても軸が時代毎に、ほぼ一定の方向を向くことが現時点で確認されて

いる。すなわち、庄内式上器の時期には北西を指 し、布留式土器の時期にはほぼ北を指 している

が、断定することは出来ず、今後の問題点としてあげておく。中世は第 3・ 第 4・ 第 5地点が集

落として形成され、付近には「大福寺」、「小寺」の字名が残 り、寺院が建立されていたと考えら

れる。この時期の建築跡で明確 なものは発見されていない。 しかし、生活 していく上で欠かすこ

との出来ない水、それを供給する井戸がまとまって発見されている。これは個々の家々に丼戸を

持っていたと考えるよりは、地下水位の浅い所、水IFRの ある所を選定 して、その地域に丼戸を掘

ったと思われる。それが第 2・ 第 3・ 第 4,第 5地点であるが、同時期に全てが併存 していたと

は出土遺物から見て考えられず、一時期をとればその数は少なく、共同井戸と考えることも可能

である。

豊中遺跡の古墳時代・古代 。中世における集落の復元作業および社会性の追求には、関連諸科

学からのアプローチも必要である。 しかし、現在では考古学的にみても、まだまだほど遠いが、

資料提供として本書でもって報告 しておく。

注① 四ッ池遺跡、大園追跡、池上・曽根遺跡、豊中遺跡、古池遺跡、板原遺跡、栄ノ池遺跡、土生

遺跡など。

泉大津市域では、東雲遺跡、板原遺跡、虫取遺跡がある。

和泉市史 第一巻 1965 和泉市史編纂委員会

豊中・古池遺跡発掘調査概穀 そのⅢ 1976 豊中・古池遺跡調査会

岸和田市春木八幡山遺跡の研究 1965 岸和田市教育委員会

府立泉大津高等学校地歴部所蔵

七ノ坪遺跡発掘調査概要 1974 大阪府教育委員会

要池遺跡発掘調査概要 。1 1975 大阪府教育委員会

立早4

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

注

注

注

注

注

注

注
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迫退立早5第

第 1地点
  井戸 1

Nα 器   形 大 きさ(cln) 整  形   ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

1 甕 径

高
口

器
14.8
24 8

口縁端吉b内側 1こ フクラミを持 ち、やヽ部は九
底で、やや椿円形 を示す。
体部上方に米粒大の刺突痕が 59n幅 で全体
を回る。外面、横・斜 目刷毛・内面、横箆
肖Uり 。
体都外面 にスス付着。

秒粒が多 く混 る 良 仄茶色

井戸 2

2 小型 丸底 重

(土 師 器 )

径
高

口
器

斜 日外上方に広 がる口縁 と、球形 に近い体
部 を持つ。
口縁内・外面はヨコナデ、体部外面斜 目刷
毛。
内面は、箆削 り。

や や砂 粒 が 多 く見 られ る 良 赤茶色

3 径
高

口
器

斜 目上方に広がる国縁 と、球形の体部 を持

口縁内・外面はヨコナデ、体部外面斜 目刷
毛。
内面は箆削 りと思われるが剣離が激 しく不
刷q。

やや砂粒 が多 く見 られる 良 赤 茶色

4 径
高

口
器

7.4
82

斜 目上方に広がる口縁 と、やや球形の体部
を持つ。
口縁の内・外面はヨコナデ、体部外面は刷
毛。内面は、指圧痕 が見 られ、その上をナ
デてある。

やや砂粒 が多 く見 られる 良 乳灰 色

5 径
高

回
器

斜 目上方 に広がる国縁 と、横広がりの体部
を持つ。
国縁外面はヨコナデ、内面は、箆ナデ (箆
おさえ)さ れている。
体部内面は、指圧痕上にヨコナデ。
夕1面は、斜 目箆削 りされている。
内・外面 に化粧土が塗 られている様である。

細砂が多 く見 られるが、
少量の砂粒 も合む。

良 赤 茶色

6 径
高

口
器

斜 目上方 に広がる口縁 と、球形の体部を持

口縁の内・外面はヨコナデ、体部外面は、
斜 目刷毛。
内面は指圧痕上 にヨコナデがされている。

やや砂粒が多 く見 られる【 良 赤 茶色

7 径
高

口
器

斜 目上方に広がる日縁 と、球形の体部 を持

口縁の内・外面はヨコナデ、体部外面は劉
離 が敬 しく不明。内面はヨコナデ。
体部中位 に楕円形 (1,4× 1.1)の穴がある|

細 秒 が多 い が、秒 粒 も少

量 入 る。

やや 良 灰茶色

輩 径
高

口
器

斜 目上方に広がる日縁 と、球形の体部を持

口縁 と体著睡のとし率は 1: 1の 害」合。
日縁の内 。タト面 と体部の内面はヨコナデで
外面は箆でナデている。

細秒の多い精良 な粘土使
用。

良 灰 茶色

井戸 3

高杯 (杯部 )

(土師器 )

径
高

口
杯

176
55

やや丸味 を持 ち、斜 目上方に広がる杯部で
ある。
内面はヨコナデである。整形痕 も認められ
るが剣離が激 しく不明。
外面は維刷毛で施 されるが、部分的 にヨコ
ナデで消 されている。

砂粒 が多い やや 良 灰 茶色
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No 器  形 大 きさ(cln) 整  形  ・  調  整 土 焼  成 色 調

鷲
(土 HiF器 )

径
高

口
器

やや上方 に広がる国縁 と、やや横惰円形の
体部か らなる。
内・外面の剣離 が激 しく、整形 は不明に近
いが、体部外面でヨコナデが見 られる。
日縁 か ら体部にかけ、部分的に黒斑が残 る

細砂の多い精製 された粘
Jし 。

良 やや赤茶色

井戸内上面よりの出上である。他 にも、甕 の破片 も多 く合まれる。

井戸 4

卜型丸底壷
(土師器 )

径
高

口
器

斜 目上方に広がる国縁 と球形の体部からな
る。
国縁内側 1よ 、端著睡近 くに斜 目用J毛 、そ して
頸部近 くまで横箆削 りされている。刷毛上
に ヨコナデもされている。
外面は縦刷毛、体部内面は、ヨコナデが主
で底部近 くに箆削 りが見える。外面は斜 目
刷毛 (左→右)が施 される。

金雲母の混 る格上で、や
や砂粒 も入 る。

良 暗茶色

井戸 5

小型 九底 壷

(土師 器 )

径
高

口
器

85
91

斜 目上方 に広がる口縁 と、球形の体部からなる(

口縁内側は、本黄刷毛、 タト面は、縦刷三≧■にヨ
コナデされている。体部内面はヨコナデが
施 される。
外面は、箆ナデが全体 になされているが、
顕言躊Tにと5分白旬に刷 f毛 目が残 る。

細砂の多 く合む粘土であ
るが、砂粒 も少量合む。

良 仄暗茶色

井戸 6

小型九底壷
(土師器 )

径
高

口
器

斜 目上方に広がる国縁 と、やや球形の体部
からなる。
口縁内・外面は、ヨコナデ、体部内面は、
ヨコナデと底近 くで、箆おさえ痕 が見 られ
る。外面は中位下 に横箆削 り (左→右)が
見 られる。

精良な粘土を使用するが
少量の砂粒 も含 まれる。

良 乳茶色

灯

(■師 器 )

径
高

口
器

9_0
70

斜 目上方に広がる回縁 とやや球形の体部か
らなる。
体部内面全体 と外面 (口 縁 )は ヨコナデに
より頸部下は横箆削 りにより施 されている

細 砂 の 多 い精 良 な本占土 。 良 乳茶色

椀
＞謝鶴

把
ぐ

径
高

口
器

75
73

箆削 りされた平底より、上方に広がる器体
を持つ。
波状文は、三段 に分れ各 1段は 7本である

第 2地点住居跡
炉跡内

雨 、 器   形 大 きさ(cm) 整  形  ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

壷 形 土 器 口径

器 高

Ю

明

２０

不
くの字形 に折れ、ややカーブをな し広がる
国縁 を持つ。折れ曲がる所 に円形浮文 (6
nm)が約 l cm幅で周 る。内面は、縦箆研磨
と横箆研磨 が見 られる。外面は、 ヨコナデ
と頸部 に縦毎研磨が施 されている。部分的
に箆研磨下 に刷毛 目が残 る。

細砂の多い粘土。 や や 良 やや 白茶 色

イ
明

・６
不

径
高

回
器

くの字形 に折れ、上方 に立つ口縁 を持つ。
口縁外側 に、凹・凸 を持つ。内・外面 とも
ヨヨナデによる。

細 砂 の 多 い粘 上 。 良 乳茶色
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N∝ 器  形 大 きさ(cm) 整  形  ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

壷 形 土 器
・
７
明

２２
不

径
高

回
器

頸部から斜 目上方に広がり、さらに横へ広
がる口縁 を持つ。外面端部下に幅 1.5mの
波状文を持 ち、頸部下に格 を有す。
制離が激 しく、整形 は不明。

細 砂 の 多 い柏 上 。 艮 赤茶色

井戸内

続

(瓦器 )

口径

高 台径

器 高

ｈ

５
．
５
．

底 からカープをな し、斜 目上方 に広 がる。
高台は比較的 シッカリしている。
内・外 に粗雑であるが横箆暗文 (?)が入
る。

細砂の多い粘土。 良 内・外面 とも仄黒
色

20
径

径
台
高

口
高
器

底 からカーブをな し、斜 目上方に広がる。
高台 1ま 、 シッカリしている。
内・外面に粗雑であるが、横箆暗文 (?)
が入る。内面底部 に、平行暗文が残 る。

細砂の多い粘土。 良 内・外 とも灰黒色

第 3地点
  井戸内出上

No. 器   形 大 きさ(cln) 整  形  ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

均整唐草文
軒 平 瓦
(須恵質 )

瓦  当

肉  厚 55
ヨZここ言ヽ 22 0

アゴが大 きい。瓦当は左右 に反転 してのび
る唐草文を持つ。形は、軒隅に置 く三角形
を呈 し、平瓦端部は上面に約 8 mnほ ど出て
いる。その瓦部木端 にクギ穴が見 られる。

砂 粒 が 多 し 普  通 灰 色

井戸枠使用平瓦

均整唐草文
軒 平 瓦

明

・
１

不
４

長
厚

全
肉

アゴの凸がなく、瓦当部でやや肉厚 になる
程度である。瓦当面は、中心飾 が外向 きC
状 を呈 しそのまま、つる草状 に力強 く左右
に三反転 してのびる唐草文を持つ。各反転
部内側 に、粒状文がある。
平瓦部下面に布 日、上面に箆削 り。

糸田砂 が 多 い。 普  通 仄 黒 色

複弁八葉蓮
華文軒丸瓦

口径  151 肉厚する中房上 に 1+5の 蓮子を配 し、そ
の周囲には雄蕊帯 をめぐらす。 また複弁八
葉遂華文の周囲には 1本 の圏線、周縁は幅
約 l clnで ある。九瓦部内面は布 目痕上に箆
削 りされ、瓦当との接合部内面は横指ナデ
瓦当裏面は粗い箆ナデ。
外面に炭素が付着、瓦当面 に砂粒 が付着。

細 秒 が 多 し 普  通 仄 黒色

第 4地点
  方形落ち込み内

No 器  形 大 きさ(cln) 整  形  ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

甕

(瓦 質 )

立
明

３２
不

径
高

口
器

】同部
`こ

平イ子タタtF目 を酉己り頸部 より上方に
やや立 ち、端部近 くで横 に広がる日縁 を持

口縁は、内・外 ともヨコナデである。

やや砂粒の混 る粘土使用 良 灰 黒色

ネ リ 鉢
(須恵器 )

径
高

口
器

27.2
10.3

平底で、斜 目上方に広がり端部近 くでやや
上方に立つ。
内・外面 ともヨコナデ仕上 げ、底部に糸切
り痕が残 る。

砂 粒 の 多 い粘 土 や や 良 仄 色
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N∝ 器   形 大 きさ(cm) 整  形  ・  調  整 胎 土 焼  成 色 調

２６

１

２８

/」 ヽ 皿 口 径 78
イ
82
14

1

15

器 高

平たい底 より、斜 目上方に広がる国縁 を持

内面全体 と外面の一部にヨコナデが他は指
圧痕 が残 る。

細 砂 が 多 し 良 茶白色

29 碗

(瓦器 ) 径
径
台
高

口
高
器

底 よリカーブをな し斜 目上方に広がる。
内面に箆暗文 (?)が見 られる。
高台は粘土 ヒモを周わ したものである。

細 砂 の 多 い粘 土 使 用 。 良 仄 黒色

第 5地点
  井戸 1

No. 器   形 大 きさ(cm) 整  形   。 調  整 土 焼  成 色 調

碗

(瓦器 )

径
高

口
器

底部 よリカーブをな し斜 目上方に立つ。 細砂 とともに秒粒 も少量
見 られる。

良 灰 白色

単弁六葉蓮
華文軒丸瓦

やや肉厚の少ない平坦 な文様構成が特徴。
中房上の蓬子は不明。その周囲には雄蕊帯
をめ ぐらす。単弁六葉蓮幸文の周囲には、
圏線が 1本めぐる。その外に蓮珠文37～ 8
個 あり、9MF」 に 1本の圏線 づ周縁は失 なわ
れ不明。
九瓦部内面は箆削 り、瓦当との接合部は指
ナデ。
瓦当裏はヨヨナデ、瓦当面に砂粒 が付着。

砂粒 と少量の石粒 (5×
5 mm)が混 る。

普  通 灰  色

土   釜
(上師質 )

ロイ垂 23.3 内傾する口縁部、短かく、 くの字形 に外反
する。
つばは、水平。外面の国頭部、国縁つばは
横ナデ。
内面、横刷毛 をほどこす。穴は 2個。

獲
(常滑焼 )

ロイエ 378 頸部より、外反する日縁端部で外倒 に粘土
を接合 し凸帯 としている。

細砂 とともに、少量の砂
粒 が混 る。

良 茶 色

34 月同都 片 施
ス

を

く離
暉

目
下

キ
ば

夕
つ

夕
面

に
外

し

ヽ

出

り卿蜘
ヽ

テ

部
夕

ｏ

胴
を
着

れ
上ヽ
対

頸
し
ス

良 茶 色

井戸 2

土    釜

(土師 質 )

口ぞ乙  33 0 内傾する国頸部、つば上よりくの字に外反
する。
つばは、やや上向 き。口縁外面、つばは横
ナデ。
胴部内面、横箆ナデ。外面つば下に横箆削
りを し、上 にタテ削 り。

細 砂 が 多 い が少 量 の砂 粒 良 赤 茶 色

碗

(瓦器 )

径

高
口

器
底 部 に は 高 台 が無 く、 器 体 は 半 月状 を呈 す 細砂が多 く、中に少量の

砂粒 も合む。
良 内面 。灰黒色

外面 。灰色
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